
JP 6811809 B2 2021.1.13

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源ユニットと、
　取付部に取り付けられた状態で、前記光源ユニットが着脱自在に固定される照明器具と
、
　前記光源ユニットと前記照明器具とのそれぞれに設置され、相互に係合することによっ
て前記光源ユニットが前記照明器具に固定される締結機構であって、前記光源ユニットが
取り付けられる方向に沿って弾性力が作用するバネと、前記光源ユニットが取り付けられ
る方向に沿って立設され、前記バネと係合する板部とからなる締結機構と、
　前記光源ユニットが前記照明器具に固定された状態で前記光源ユニットと前記照明器具
との間に設けられ、前記照明器具に対する前記光源ユニットの高さを固定する位置決め部
と
を備え、
　前記位置決め部は、立設された前記板部の端部に配置された照明装置。
【請求項２】
　光源ユニットと、
　取付部に取り付けられた状態で、前記光源ユニットが着脱自在に固定される照明器具と
、
　前記光源ユニットと前記照明器具とのそれぞれに設置され、相互に係合することによっ
て前記光源ユニットが前記照明器具に固定される締結機構であって、前記光源ユニットが
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取り付けられる方向に沿って弾性力が作用するバネと、前記光源ユニットが取り付けられ
る方向に沿って立設され、前記バネと係合する板部とからなる締結機構と、
　前記光源ユニットが前記照明器具に固定された状態で前記光源ユニットと前記照明器具
との間に設けられ、前記照明器具に対する前記光源ユニットの高さを固定する位置決め部
と
を備え、
　前記位置決め部は、前記締結機構が設けられていない箇所に配置された照明装置。
【請求項３】
　前記位置決め部は、
　前記光源ユニットが前記照明器具に固定された状態で前記光源ユニットにおける前記取
付部の側となる位置、或いは、前記照明器具における前記取付部と反対側の位置の少なく
とも何れか一方に設けられ、前記光源ユニット或いは前記照明器具における前記位置決め
部が設けられていない部分に当接する請求項１又は請求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　一面の側に発光素子が配置されたプレート部を有する光源ユニットと、
　取付部に取り付けられた状態で、前記光源ユニットが着脱自在に固定される底面部を有
する照明器具と、
　前記プレート部と前記底面部とのそれぞれに設置され、相互に係合することによって前
記光源ユニットが前記照明器具に固定される締結機構であって、前記光源ユニットが取り
付けられる方向に沿って弾性力が作用するバネと、前記光源ユニットが取り付けられる方
向に沿って立設され、前記バネと係合する板部とからなる締結機構と、
　前記光源ユニットが前記照明器具に固定された状態で前記プレート部と前記底面部との
間に設けられ、前記照明器具に対する前記光源ユニットの高さを固定する位置決め部と
を備え、
　前記位置決め部は、立設された前記板部の端部に配置された照明装置。
【請求項５】
　一面の側に発光素子が配置されたプレート部を有する光源ユニットと、
　取付部に取り付けられた状態で、前記光源ユニットが着脱自在に固定される底面部を有
する照明器具と、
　前記プレート部と前記底面部とのそれぞれに設置され、相互に係合することによって前
記光源ユニットが前記照明器具に固定される締結機構であって、前記光源ユニットが取り
付けられる方向に沿って弾性力が作用するバネと、前記光源ユニットが取り付けられる方
向に沿って立設され、前記バネと係合する板部とからなる締結機構と、
　前記光源ユニットが前記照明器具に固定された状態で前記プレート部と前記底面部との
間に設けられ、前記照明器具に対する前記光源ユニットの高さを固定する位置決め部と
を備え、
　前記位置決め部は、前記締結機構が設けられていない箇所に配置された照明装置。
【請求項６】
　前記位置決め部は、
　前記光源ユニットが前記照明器具に固定された状態で、前記プレート部、又は前記光源
ユニットにおける前記プレート部より前記底面部の側の位置、或いは、前記底面部、又は
前記照明器具における前記底面部より前記プレート部の側の位置の少なくとも何れかに設
けられ、前記プレート部或いは前記底面部における前記位置決め部が設けられていない部
分に当接する請求項４又は請求項５に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記位置決め部は、
　前記光源ユニットが前記照明器具に固定された状態で前記プレート部における前記底面
部と対向する側の位置、或いは、前記底面部における前記プレート部と対向する側の位置
の少なくとも何れか一方に設けられ、前記プレート部或いは前記底面部における前記位置
決め部が設けられていない部分に当接する請求項５に記載の照明装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光素子が実装された光源ユニットと、この光源ユニットを取り付ける照明
器具とを有する照明装置に関する。特に、光源ユニットを適切な位置で位置決めすること
ができる照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　長手形状の照明器具に、長尺の光源ユニットを取り付ける照明装置がある。このような
照明装置では、放熱を目的として、照明器具の収容部側面と、光源ユニットの短手方向の
両壁部あるいは電源ケースとが面接触する構造を有する（特許文献１，２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１７９２０９号公報
【特許文献２】特開２０１４－１７９２１０号公報
【特許文献３】特開２０１５－５３２１２号公報
【特許文献４】特開２０１２－１８６０９５号公報
【特許文献５】特開２００６－１２５３５号公報
【特許文献６】特開２０１５－３２３５４号公報
【特許文献７】特開２０１４－７２１４２号公報
【特許文献８】特開２０１２－２５６６７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１，２のように、照明器具の収容部側面と、光源ユニットの短手方向の両壁部
あるいは電源ケースとが面接触する構成では、光源ユニットを照明器具に対して適切な位
置に位置決めすることができないという課題がある。また、位置決めができないことによ
り、光源ユニットと照明器具との境界に生じる隙間にばらつきが生じ、意匠性が悪くなる
という課題がある。
【０００５】
　本発明では、光源ユニットを照明器具に対して適切な位置に位置決めすることができる
照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る照明装置は、光源ユニットと、取付部に取り付けられた状態で、前記光源
ユニットが着脱自在に固定される照明器具と、前記光源ユニットと前記照明器具とのそれ
ぞれに設置される締結機構であって、相互に係合することによって前記光源ユニットが前
記照明器具に固定される締結機構と、前記光源ユニットが前記照明器具に固定された状態
で前記光源ユニットと前記照明器具との間に設けられ、前記照明器具に対する前記光源ユ
ニットの高さを固定する位置決め部とを備えた。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る照明装置は、光源ユニットと、取付部に取り付けられた状態で、光源ユニ
ットが着脱自在に固定される照明器具とを備える。また、照明装置は、光源ユニットと照
明器具とのそれぞれに設置される締結機構であって、相互に係合することによって光源ユ
ニットが照明器具に固定される締結機構を備える。また、照明装置は、光源ユニットが照
明器具に固定された状態で光源ユニットと照明器具との間に設けられ、照明器具に対する
光源ユニットの高さを固定する位置決め部を備える。よって、本発明に係る照明装置によ
れば、光源ユニットを照明器具に対して適切な位置に位置決めすることができる。
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【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１に係る照明装置１０の斜視図。
【図２】実施の形態１に係る照明装置１０の分解斜視図。
【図３】実施の形態１に係る光源ユニット１００の斜視図。
【図４】実施の形態１に係る光源ユニット１００の５面図。
【図５】（ａ）は実施の形態１に係る照明装置１０の上面図及び端面図、（ｂ）は（ａ）
のＡ－Ａ断面図。
【図６】図５の（ａ）のＢ－Ｂ断面図。
【図７】実施の形態１に係る照明装置１０における装置内部の空気の流路を示す図。
【図８】実施の形態１に係る照明装置１０の６面図。
【図９】実施の形態１に係る照明装置１０における位置決め部１５１及び装置位置決め部
１４１と底面部２１１ａとの関係を示す模式図。
【図１０】実施の形態１に係る照明装置１０における板部１５０１と底面部２１１ａとの
関係を示す模式図。
【図１１】実施の形態１に係る取付具１５０の６面図。
【図１２】実施の形態１に係る位置決め部１５１の別例を示す模式図。
【図１３】実施の形態２に係る電源装置１４０の配置空間Ａ１０を示す模式図。
【図１４】実施の形態３に係る照明装置１０において基板１２０ｂと基板取付面部１１１
ａとの接合部分を示す模式図。
【図１５】（ａ）は実施の形態３に係る基板取付面部１１１ａの一例を示す模式図、（ｂ
）は（ａ）のＣ－Ｃ断面図。
【図１６】（ａ）は図１５の（ａ）のＤ－Ｄ断面を示す図、（ｂ）および（ｃ）はＤ－Ｄ
断面のバリエーションを示す図。
【図１７】（ａ）が実施の形態３に係る基板１２０ｂの接合面１２１の一例を示す図、（
ｂ）が接合面１２１におけるへこみ部１２１ａの生成方法の一例を示す図。
【図１８】実施の形態４に係る照明装置１０Ａの斜視図。
【図１９】図１８に示す照明装置１０ＡのＢ－Ｂ断面図。
【図２０】実施の形態４に係る照明装置１０Ｂの斜視図。
【図２１】図２０に示す照明装置１０ＢのＢ－Ｂ断面図。
【図２２】実施の形態４に係る照明装置１０Ｃの斜視図。
【図２３】図２２に示す照明装置１０ＣのＢ－Ｂ断面図。
【図２４】実施の形態４に係る照明装置１０Ｄの斜視図。
【図２５】図２４に示す照明装置１０ＤのＢ－Ｂ断面図。
【図２６】実施の形態４に係る照明装置１０Ｅの斜視図。
【図２７】図２６に示す照明装置１０ＥのＢ－Ｂ断面図。
【図２８】実施の形態４に係る照明装置１０Ｆの斜視図。
【図２９】図２８に示す照明装置１０ＦのＢ－Ｂ断面図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について、図を用いて説明する。なお、以下に説明する実施
の形態によって本発明が限定されるものではない。また、以下の図面では各構成部の大き
さの関係が実際のものとは異なる場合がある。また、実施の形態の説明において、「上」
、「下」、「左」、「右」、「前」、「後」、「表」、「裏」といった方向や位置が示さ
れている場合、それらの表記は、説明の便宜上、そのように記載しているだけであって、
装置、器具、部品等の配置や向き等を限定するものではない。なお、以下の説明では、天
井面等のように照明器具を取り付ける取付部の方向を取付方向あるいは上方とし、光源の
照射方向を下方として説明する。
【００１０】
　実施の形態１．
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＊＊＊構成の説明＊＊＊
　図１は、本実施の形態に係る照明装置１０の斜視図である。
　図２は、本実施の形態に係る照明装置１０の分解斜視図である。
　図３は、本実施の形態に係る光源ユニット１００の斜視図である。
　図４は、本実施の形態に係る光源ユニット１００の５面図である。
　図５は、（ａ）は本実施の形態に係る照明装置１０の上面図及び端面図であり、（ｂ）
は（ａ）のＡ－Ａ断面図である。
　図６は、図５の（ａ）のＢ－Ｂ断面図である。
　図１から図６を用いて、本実施の形態に係る照明装置１０の構成の概要について説明す
る。
【００１１】
　本実施の形態に係る照明装置１０は、天井や壁などの取付部３００に取り付けられる照
明装置であり、長手方向に延びた長尺状の照明装置である。この照明装置１０は、長手方
向に複数連結して用いられる場合がある。
　照明装置１０は、光源ユニット１００と、光源ユニット１００を着脱可能に取り付ける
照明器具２００とを有する。
【００１２】
＜光源ユニット１００の説明＞
　図３、図４及び図６に示すように、光源ユニット１００は、プレート部１１０、ＬＥＤ
モジュール１２０、カバー１３０、電源装置１４０、２つの取付具１５０を有する。
　プレート部１１０は、長手方向に延びた板状であり、発光素子１２０ａが実装された基
板１２０ｂが取り付けられる基板取付面部１１１ａを有する。また、プレート部１１０は
、短手方向の端部であるプレート側部１１０ａを有する。また、プレート側部１１０ａは
、光源ユニット１００が照明器具２００に取り付けられた状態で、照明器具２００の凹部
２１１の底面部２１１ａに向かって立ち上がる立上部１１２を備える。
【００１３】
　プレート部１１０は、長尺状の平板である平面部１１１と、この平面部１１１の短手方
向の両端が折り曲げられて形成される立上部１１２とを有し、短手方向に切る断面が略コ
字形状である。プレート部１１０は、モジュールフレームとも称される。
　基板取付面部１１１ａには、ＬＥＤである発光素子１２０ａが実装された基板１２０ｂ
を備えるＬＥＤモジュール１２０が取り付けられる。また、基板取付面部１１１ａの裏面
である装置取付面部１１１ｄには、ＬＥＤモジュール１２０に電力を供給する電源装置１
４０と、２つの取付具１５０とが取り付けられる。
【００１４】
　なお、光源ユニット１００の光源は、ＬＥＤモジュールに限らず、有機ＥＬあるいはレ
ーザなどの発光素子を用いてもよい。
【００１５】
　電源装置１４０は、平面部１１１の長手方向中央より一方側に寄せて取り付けられてい
る。なお、電源装置１４０は、平面部１１１の長手方向中央に取り付けられていても構わ
ない。
　２つの取付具１５０は、平面部１１１の長手方向の両端側にそれぞれ取り付けられてい
る。取付具１５０は、後述する照明器具２００が備える板バネ２３０と係合し、光源ユニ
ット１００を照明器具２００に固定する。
　なお、取付具１５０は、光源ユニット１００の形状に応じて設置される数が変更するこ
とができる。光源ユニット１００の長手方向の長さが短い場合は、長手方向の一端部のみ
に取付具１５０を設置し他端部はフックなどで固定する機構としてもよい。また、光源ユ
ニット１００の長手方向の長さが長い場合は、長手方向の両端部と中央部に取付具１５０
を設置してもよい。中央部に取付具１５０を設置する場合は、取付具１５０および取付具
１５０に対応し照明器具２００に配置され板バネ２３０が、電源装置１４０と干渉しない
位置を選択する。
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【００１６】
　カバー１３０は、基板１２０ｂを覆う。また、カバー１３０は、長手方向に延びたカバ
ー側部１３１を有する。カバー１３０は、カバー側部１３１がプレート部１１０の短手方
向の端部であるプレート側部１１０ａを覆ってプレート部１１０に取り付けられる。
　図６に示すように、カバー１３０は、プレート部１１０に取り付けられたＬＥＤモジュ
ール１２０を覆うようにプレート部１１０に取り付けられる。立上部１１２にはカバー１
３０の取付側の端部が取り付けられ、カバー１３０がプレート部１１０に固定される。
【００１７】
　図４に示すように、電源装置１４０には、第１電線５００ｃが接続される。第１電線５
００ｃは、先端部にコネクタ５０１が接続されたハーネスである。第１電線５００ｃが後
述する端子台２４０に接続されたハーネス５００ｄと接続されることにより、電源装置１
４０は端子台２４０から電力を受け取ることができる。
　また、電源装置１４０には、電力をＬＥＤモジュール１２０に供給するための第２電線
５００ｅが接続される。第２電線５００ｅは、電源装置１４０からプレート部１１０の長
手方向端部を介してＬＥＤモジュール１２０まで接続される。
　なお、図４に記載されている電線保持部材１６０、第２電線クランプ１７０、第１電線
クランプ１８０については後述する。
【００１８】
＜照明器具２００の説明＞
　照明器具２００は、器具本体２１０と、器具本体２１０の両端部に取り付けられる端板
部２２０とを備える。
　器具本体２１０は、コの字状に折り曲げられて形成され、長手方向に延びた凹部２１１
を備える。器具本体２１０は、板金が折り曲げられて形成される。
【００１９】
　図２及び図６に示すように、凹部２１１は、長手方向に延びた底面部２１１ａと、底面
部２１１ａの短手方向の両端部を基端部として立ち上がる側面部２１１ｂとを備える。ま
た、凹部２１１は、側面部２１１ｂの先端部を開口縁部２１１ｂａとする開口部２１１ｃ
が形成される。
　また、器具本体２１０は、開口縁部２１１ｂａから取付側に向かって広がるように形成
された傾斜部２１１ｄを備える。
【００２０】
　凹部２１１の底面部２１１ａには、端子台２４０と、２つの板バネ２３０が設置される
。端子台２４０は、電源端子台である。あるいは、端子台２４０は信号端子台でも構わな
い。板バネ２３０は、上述した光源ユニット１００が備える取付具１５０に対応する位置
に配置される。また、図６に示すように、光源ユニット１００が照明器具２００に取り付
けられた状態では、光源ユニット１００が備える電源装置１４０の少なくとも一部が開口
部２１１ｃから凹部２１１に挿入される。
　なお、板バネ２３０は、照明器具２００の形状に応じて設置される数が変更することが
できる。照明器具２００の長手方向の長さが短い場合は、長手方向の一端部のみに板バネ
２３０を設置し他端部はフックなどで固定する機構としてもよい。また、照明器具２００
の長手方向の長さが長い場合は、長手方向の両端部と中央部に板バネ２３０を設置しても
よい。中央部に板バネ２３０を設置する場合は、板バネ２３０および板バネ２３０に対応
する光源ユニット１００が備える取付具１５０が、光源ユニット１００に取り付けられる
電源装置１４０と干渉しない位置を選択する。
【００２１】
　図示はないが、端子台２４０には外部電源に接続される電源電線５００ａが接続される
。また、図示はないが、端子台２４０には照明器具２００を長手方向に連結した場合に隣
接する照明器具に電力や信号を送る送り電線５００ｂが接続される。よって、凹部２１１
内には、電源電線５００ａや送り電線５００ｂ等が配設される。
【００２２】



(7) JP 6811809 B2 2021.1.13

10

20

30

40

50

　図５の（ａ）に示すように、底面部２１１ａには、電源電線５００ａを通過させる電源
線挿入孔２５０、天井等から吊下げられている吊ボルト４００を挿入させるボルト挿入孔
２５１等の各種の貫通孔２５０１が形成されている。ここでは、底面部２１１ａに４つの
ボルト挿入孔２５１が形成されている。
【００２３】
＜光源ユニット１００の取り付け工程＞
　次に、照明器具２００に光源ユニット１００を取り付ける取り付け工程について説明す
る。照明器具２００の天井等の取付部３００への取り付けは、天井からつり下げられてい
る吊ボルト４００に固定する方法、ネジなどの固定具により直接天井に固定する方法など
がある。
【００２４】
　照明器具２００を取付部３００に取り付ける際、天井から引き出される電源電線５００
ａ、すなわちＦケーブルを、電源線挿入孔２５０を介して照明器具２００の凹部２１１内
に引き込み、端子台２４０に接続する。
　次に、板バネ２３０を光源ユニット１００の取付具１５０と係合させ、光源ユニット１
００と照明器具２００との間に作業空間が存在する状態で、端子台２４０のハーネス５０
０ｄのコネクタ５０２と、電源装置１４０の第１電線５００ｃのコネクタ５０１とを接続
する等の作業が行われる。その後、光源ユニット１００を照明器具２００に向かって押し
上げ、光源ユニット１００が照明器具２００に取り付けられる。
【００２５】
＜装置内部の空気の流路の構成について＞
　図７は、本実施の形態に係る照明装置１０における装置内部の空気の流路を示す図であ
る。
　図８は、本実施の形態に係る照明装置１０の６面図である。
　図７及び図８を用いて、本実施の形態に係る照明装置１０における装置内部の空気の流
路について説明する。
【００２６】
　図７は、本実施の形態に係る照明装置１０の断面図において、装置内部の空気の流路の
説明に必要な構成を簡易的に示した模式図である。
　図７に示すように、光源ユニット１００は、基板取付面部１１１ａの裏面である装置取
付面部１１１ｄを凹部２１１の底面部２１１ａに対向させて凹部２１１に取り付けられる
。また、光源ユニット１００は、カバー側部１３１を開口縁部２１１ｂａに対向させて凹
部２１１に取り付けられる。
　このとき、カバー側部１３１と開口縁部２１１ｂａとは所定の距離を隔てて配置される
。つまり、カバー側部１３１と開口縁部２１１ｂａとの間に隙間部１９０が形成される。
　図８に示すように、隙間部１９０は、照明器具２００とカバー１３０との長手方向の境
界部分に形成される。
【００２７】
　図７に示すように、カバー１３０は、発光素子１２０ａに対向するカバー前面部１３２
を備える。カバー前面部１３２は、短手方向両側のカバー側部１３１の下端部から連続し
て形成される。
　カバー側部１３１は、カバー係合部１３１１とカバー側面部１３１３とを備える。また
、カバー側面部１３１３はカバー突出部１３１２を備える。
　カバー係合部１３１１は、立上部１１２を覆って立上部１１２と係合する。カバー側面
部１３１３は、カバー前面部１３２の短手方向の端部から連続して基板取付面部１１１ａ
に向かって形成される。カバー突出部１３１２は、カバー係合部１３１１とカバー側面部
１３１３との間に形成され、凹部２１１の中央部から離れる向きに突出する。
　隙間部１９０は、カバー突出部１３１２と開口縁部２１１ｂａとの間に形成される。
【００２８】
　カバー係合部１３１１は、カバー側面部１３１３の上部の内側に立上部１１２に沿って
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形成される。
　カバー側面部１３１３は、カバー係合部１３１１の外側部に上端部が接合され、カバー
前面部１３２の短手方向端部に下端部が接合される。
　カバー突出部１３１２は、光源ユニット１００が照明器具２００に取り付けられた状態
で、カバー側面部１３１３がカバー係合部１３１１の外側部に接合された部分から開口縁
部２１１ｂａに向かって突出する。
【００２９】
　カバー側部１３１と開口縁部２１１ｂａとを隔てる距離、つまり隙間部１９０は、意匠
性を損なうことなく空気などの気体が通過できる寸法であり、数ミリ程度が好ましく、１
ｍｍから５ｍｍ程度が好ましい。２ｍｍから４ｍｍが特に好ましい。なお、隙間部１９０
は、上記の数値以外でも構わない。
【００３０】
　図８に示すように、凹部２１１の底面部２１１ａには、電源線挿入孔２５０、ボルト挿
入孔２５１等の、底面部２１１ａを貫通する貫通孔２５０１が形成される。これらの貫通
孔２５０１は空気などの気体が通過できる寸法である。
　隙間部１９０を通過して凹部２１１の内部に流入した空気は底面部２１１ａに形成され
た貫通孔２５０１を通過して凹部２１１の外部に流出する。つまり、図７の矢印に示すよ
うに、凹部２１１の内部に空気の流路が形成される。
　照明装置１０は、光源ユニット１００が動作すると光を発する（点灯する）発光素子１
２０ａと点灯電力を生成する電源装置１４０とからは動作熱が発生し凹部２１１の内部の
空気の温度が上昇する。温度が上昇した空気は上方へ移動し底面部２１１ａに形成された
貫通孔２５０１を通過して凹部の外部に流出する。そして、温度が低い空気が隙間部１９
０を通過して凹部２１１の内部に流入する。このようにして、光源ユニット１００から発
生する熱は照明装置の外部に排出される。
　なお、凹部２１１の底面部２１１ａには、電源線挿入孔２５０、ボルト挿入孔２５１等
の貫通孔２５０１が形成されているが、電源線挿入孔２５０、ボルト挿入孔２５１以外に
も、空気の流路を形成する目的で貫通孔を形成してもよい。
【００３１】
　図７に示すように、開口縁部２１１ｂａは、凹部２１１の中央部から離れる向きに滑ら
かに湾曲した湾曲部２１１ｂｂを有する。湾曲部２１１ｂｂは、凹部２１１の側面部２１
１ｂが外側に湾曲されて形成されている。
　また、カバー突出部１３１２は、湾曲部２１１ｂｂに向かって突き出す曲面を形成する
。
　このように、隙間部１９０は、短手方向の両側が曲面により構成されているので、空気
が通過し易い形状となっている。
【００３２】
　また、図１及び図２に示すように、光源ユニット１００の長手方向の端部であるユニッ
ト端部２６０は、凹部２１１の長手方向の端部である凹部端部２１１１と当接する。図１
及び図８に示すように、照明装置１０において、ユニット端部２６０と凹部端部２１１１
とが当接する部分を当接部１９１とする。
　当接部１９１ではユニット端部２６０と凹部端部２１１１とが接触している。また、隙
間部１９０では、光源ユニット１００の長尺の側部と照明器具２００の開口縁部２１１ｂ
ａとが接触せずに隙間を有している。すなわち、隙間部１９０は、光源ユニット１００の
両側の長尺の側部にスリット状に存在する。
【００３３】
＜光源ユニットを照明器具に対して位置決めする構成についての説明＞
　図９は、本実施の形態に係る照明装置１０において光源ユニット１００の取付時の長手
方向の状態を示す模式図である。
　図１０は、本実施の形態に係る照明装置１０において光源ユニット１００の取付時の短
手方向の状態を示す模式図である。
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　図９及び図１０では、本実施の形態の説明に必要な構成部を模式的に示している。
【００３４】
　図２、図９及び図１０に示すように、照明器具２００は、底面部２１１ａに設けられ、
開口縁部２１１ｂａから底面部２１１ａに向かう取付方向に弾性力が作用する板バネ２３
０を有する。
　また、光源ユニット１００は、装置取付面部１１１ｄから立ち上がり板バネ２３０が挿
入できる方向に貫通孔１５２が形成された板部１５０１を有する。板部１５０１は、装置
取付面部１１１ｄから立ち上がる板状の構成部であり、取付具１５０の一部をなす構成部
である。貫通孔１５２は、バネを挿入させるバネ挿入孔とも称される。
【００３５】
　板バネ２３０は、底面部２１１ａの長手方向の両側の端部Ｐ２０の各端部Ｐ２０と底面
部２１１ａの長手方向の中央部Ｐ１０との間に１つずつ設けられる。板部１５０１を有す
る取付具１５０は、光源ユニット１００が凹部２１１に取り付けられた状態で、板バネ２
３０に対応する位置に設けられる。なお、板バネ２３０及び取付具１５０は、Ｐ１０とＰ
２０との間のＰ２０寄りに配置されることが好ましい。
【００３６】
　板バネ２３０は、板部１５０１の貫通孔１５２に挿入され、板部１５０１を取付方向に
引き付けることにより光源ユニット１００を凹部２１１に取り付ける。板部１５０１は、
光源ユニット１００が凹部２１１に取り付けられた状態で、底面部２１１ａと当たる位置
決め部１５１を備える。
　なお、図１０では、板部１５０１の上辺部１５０２が直接底面部２１１ａに当接する。
すなわち、板部１５０１の上辺部１５０２が位置決め部１５１を構成する。あるいは、図
９に示すように、板部１５０１の上辺部１５０２に底面部２１１ａと当接させるための別
部材を位置決め部１５１として配置してもよい。
【００３７】
　位置決め部１５１は、カバー側部１３１が開口縁部２１１ｂａと対向するように光源ユ
ニット１００が凹部２１１に取り付けられた状態で、底面部２１１ａと当たり、光源ユニ
ット１００を適切な位置に位置決めする。位置決め部１５１は、底面部２１１ａと当接す
る器具当接部、あるいは、照明器具２００に対する光源ユニット１００の高さを固定する
高さ固定部とも称される。
【００３８】
　本実施の形態に係る光源ユニット１００は、長手方向の両端部近傍に配置された取付具
１５０により取り付けられているため、光源ユニット１００の自重により長手方向の中央
部が下方に撓むおそれがある。しかし、光源ユニット１００は、長手方向の両端部近傍で
取付具１５０が照明器具２００の板バネ２３０により上方に引き上げられているので、自
重により下方に撓む力と、上方に引き上げられることにより上方に撓む力とが相殺される
という効果がある。しかし、板バネ２３０により長時間上方に引き上げられている状態で
は、光源ユニット１００は図９の点線に示すように長手方向の中央部Ｐ０近傍が上方に曲
がる虞がある。
【００３９】
　光源ユニット１００は、電源装置１４０が装置取付面部１１１ｄに配置されている。
　電源装置１４０は、図９に示すように、光源ユニット１００が凹部２１１に取り付けら
れた状態で、底面部２１１ａと当たる装置位置決め部１４１を上面に備える。装置位置決
め部１４１はスペーサとも称される。装置位置決め部１４１は、例えば、シリコン、プラ
スチックなどにより形成されていてもよい。あるいは、装置位置決め部１４１は、電源装
置１４０の上面を切り起こすことにより形成されていてもよい。装置位置決め部１４１の
形状は、直方体形状、円柱形状、楕円柱形状、半球形状などでもよい。また、切り起こし
により形成された場合には、板状でもよい。
　電源装置１４０から底面部２１１ａへの放熱を促進する場合は、装置位置決め部１４１
は熱伝導性が高い材料で形成したり底面部２１１ａとの接触する面積を大きくしたりする
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とよい。また、底面部２１１ａ側から光源ユニット１００側への受熱を抑制する場合は、
装置位置決め部１４１は熱伝導性が低い材料で形成したり底面部２１１ａとの接触する面
積を小さくしたりするとよい。
【００４０】
　装置位置決め部１４１は、光源ユニット１００が直線状態を保つ位置で底面部２１１ａ
と当たるように構成されている。
　図９に示すように、光源ユニット１００は、長手方向の両端部の近傍で位置決め部１５
１により位置決めされ、２つの位置決め部１５１の間では、装置位置決め部１４１により
上方に撓むことが防止されている。よって、板バネ２３０により長時間上方に引き上げら
れている状態でも、光源ユニット１００が上方に撓むことを確実に防ぐことができる。
【００４１】
　図１１は、本実施の形態に係る取付具１５０の６面図である。
　図１１に示すように、取付具１５０は、取付方向に立ち上がる板部１５０１と、板部１
５０１の短手方向の両側に設けられた取付部材１５３と、板部１５０１の下辺部に設けら
れた取付具１５０をネジ止めするためのねじ止め部１５４とを備える。取付部材１５３は
、プレート部１１０の立上部１１２と係合し、取付具１５０をプレート部１１０に係止す
る。ねじ止め部１５４は、プレート部１１０の装置取付面部１１１ｄにネジ止めされる。
　板部１５０１には、バネを挿入する貫通孔１５２が形成される。また、板部１５０１は
、上辺部１５０２に、上述した位置決め部１５１を備える。
【００４２】
　位置決め部１５１は、図１０に示すように、上辺部１５０２が位置決めの機能を兼ねる
構成でもよい。あるいは、図１１に示すように、位置決め部１５１は、先端に角部１５１
１を有する略三角形状の板が上辺部１５０２から突き出すように設けられていてもよい。
この時、角部１５１１はＲ形状に加工されていることが好ましい。また、上辺部１５０２
から上部に突き出した形状であれば、位置決め部１５１は半円状、多角形状等、その他の
形状でも構わない。
【００４３】
　図１２は、位置決め部１５１の形状が略三角形状の場合を示す図である。
　図１２に示すように、位置決め部１５１において底面部２１１ａと当たる部分は、電線
の挟み込みなどを防ぐためにもＲ形状に加工された角部１５１１であることが好ましい。
【００４４】
　本実施の形態は、光源ユニット１００に設置される取付具１５０と照明器具２００に設
置される板バネ２３０とによる締結機構を用いて、光源ユニット１００が照明器具２００
に取り付けられる構成を説明したが、光源ユニット１００の照明器具２００への取り付け
はこの構成に限定されない。また、光源ユニット１００の照明器具２００に対する位置決
めは、凹部２１１および凹部２１１に収容され凹部２１１と対向する光源ユニット１００
で構成される他の態様であってもよい。
【００４５】
＊＊＊本実施の形態に係る効果の説明＊＊＊
　以上のように、本実施の形態に係る照明装置によれば、光源ユニットの取付具の板部が
、照明器具の底面部と当たって光源ユニットを位置決めするので、光源ユニットを適切な
位置で位置決めすることができる。
【００４６】
　また、本実施の形態に係る照明装置によれば、光源ユニットのカバー側部が照明器具の
開口縁部と対向する位置で、位置決め部が底面部と当たるので、光源ユニットと照明器具
との界面に生じる隙間部の間隔を一定に保ち、隙間部の間隔のバラつきを防止し、意匠性
の高い照明装置を提供することができる。
【００４７】
　また、本実施の形態に係る照明装置によれば、板バネと取付具との締結機構により、長
手方向の両側の端部近傍で光源ユニットの高さを固定することができるので、確実な位置
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決めができると共に光源ユニットの撓みを防ぐことができる。
【００４８】
　また、本実施の形態に係る照明装置によれば、カバー側部と開口縁部との間の隙間部の
間隔を設計値通りに一定することができるので、意匠性を高くすると共に隙間部による放
熱効果を長期間担保することができる。
【００４９】
　また、本実施の形態に係る照明装置によれば、電源装置の上面に、光源ユニットが直線
状を保つように底面部と当たる装置位置決め部を備えるので、光源ユニットが上方に曲が
ることを防ぐことができる。
【００５０】
　実施の形態２．
　本実施の形態では、主に、実施の形態１と異なる点について説明する。
　本実施の形態は、実施の形態１で説明した照明装置１０において、電源装置１４０の両
側に電線５００を配設する領域を確保することができる構成について説明する。
　本実施の形態において、実施の形態１と同様の構成部については同一の符号を付し、そ
の説明を省略する。
【００５１】
＊＊＊構成の説明＊＊＊
　図１３は、本実施の形態に係る照明装置１０における電源装置１４０の配置空間Ａ１０
を示す模式図である。図１３は、長手方向を法線方向とした断面図である。図１３では、
本実施の形態の説明に必要な構成部を模式的に示している。
【００５２】
　図１３に示すように、電源装置１４０は、配置空間Ａ１０に配置される。
　配置空間Ａ１０は、短手方向の両側の境界面Ｒ１０と、装置取付面部１１１ｄと、底面
部２１１ａと、短手方向の両側の側面部２１１ｂとにより囲まれる空間である。図１３で
は、２点鎖線の太線で囲まれる空間が配置空間Ａ１０となる。
【００５３】
　境界面Ｒ１０は、光源ユニット１００が凹部２１１に取り付けられた状態で、板部１５
０１の上辺部１５０２の端部１５０２１および長手方向と短手方向とに直交する方向（図
１３の上下方向）における側面部の中央部である側面部中央部２１１ｂｃと開口縁部２１
１ｂａとの間に位置し、開口縁部２１１ｂａに沿って平行に位置する基準部２１１ｂｄを
含んで定義される境界を長手方向に延ばした仮想面である。図１３では、板部１５０１の
上辺部１５０２の端部１５０２１と基準部２１１ｂｄとに接する点線の太線で示される面
が境界面Ｒ１０である。
　境界面Ｒ１０は、短手方向の両側に形成される。
【００５４】
　基準部２１１ｂｄは、例えば、側面部中央部２１１ｂｃと開口縁部２１１ｂａとの上下
方向中心部に設定される。あるいは、基準部２１１ｂｄは、開口縁部２１１ｂａに設定さ
れていてもよい。また、基準部２１１ｂｄは、側面部２１１ｂにおいて、側面部中央部２
１１ｂｃよりも上方に設定されていても構わない。
【００５５】
　また、境界面Ｒ１０は、板部１５０１の上辺部１５０２の端部１５０２１と、カバー側
部１３１の上端部１３１５とに接する面としてもよい。図１３では、境界面Ｒ１０は、板
部１５０１の上辺部１５０２の端部１５０２１と、カバー側部１３１の上端部１３１５と
に接する面である。さらに、境界面Ｒ１０は、板部１５０１の上辺部１５０２の端部１５
０２１と、プレート側部１１０ａを基端部として底面部２１１ａ側に向って立ち上がる立
上部１１２の先端部とに接する面としてもよい。つまり、境界面Ｒ１０は、光源ユニット
１００が凹部２１１に取り付けられた状態の長手方向を法線方向とする断面において、上
辺部１５０２の両端部および立上部の先端部を含んで定義される境界を長手方向に延ばし
た面でもよい。
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【００５６】
　電源装置１４０は、光源ユニット１００が凹部２１１に取り付けられた状態で、境界面
Ｒ１０に沿う傾斜面部１４５を備える。すなわち、傾斜面部１４５は、光源ユニット１０
０が凹部２１１に取り付けられた状態で、境界に沿って長手方向に延設される。電源装置
１４０は、配置空間Ａ１０に納まるのであれば傾斜面部１４５は無くてもよい。しかし、
電源装置１４０において、後述する配線空間Ａ２０に対向する位置が傾斜面部１４５とな
っていた方が、配線空間Ａ２０に配線される電線５００と電源装置１４０とが干渉し難く
なり好適である。
　電源装置１４０は、短手方向に沿って切った断面が、傾斜面部１４５を備える５角形、
あるいは６角形を成す。電源装置１４０は、傾斜面部１４５を備える形状であれば６角形
以上でもよい。また、傾斜面部１４５は一様な平面であってもよいし、曲面であってもよ
い。さらにこれらを組み合せてもよい。
【００５７】
　図１３に示すように、凹部２１１には、底面部２１１ａと側面部２１１ｂと境界面Ｒ１
０とにより囲まれる配線空間Ａ２０が形成される。配線空間Ａ２０には、電源電線５００
ａ、送り電線５００ｂ、ハーネス５００ｄ等の電線５００が配設される。すなわち、凹部
２１１の配置空間Ａ１０を除いた配線空間Ａ２０に電線が配置される。
　配線空間Ａ２０は、電源装置１４０の短手方向の左右上部に形成される。
　なお、電源装置１４０が照明器具２００の底面部２１１ａに取り付けられる態様であっ
ても本実施の形態は適用できる。
【００５８】
＊＊＊本実施の形態に係る効果の説明＊＊＊
　以上のように、本実施の形態に係る照明装置によれば、電源装置が、短手方向両側の境
界面と、装置取付面部と、底面部と、短手方向両側の側面部により囲まれる配置空間に配
置されるので、電源装置の短手方向両側の上部に電線を配設することができ、配線作業に
おける作業性を向上させることができる。また、電源装置の配置を短手方向中央にするこ
とができるので、ＶＦＦケーブル等、配線工事時のケーブル引き回しを片側に限定するこ
となく配線することができる。また、施工時に照明器具の短手方向の右側、左側、どちら
側からでも作業することができる。
【００５９】
　また、本実施の形態に係る照明装置によれば、電源装置が境界面に沿う傾斜面部を備え
るので、配線空間をより広くあけることができる。また、本実施の形態に係る照明装置に
よれば、電源装置が境界面に沿う傾斜面部を備えるので、配線空間に電源装置の角部分が
対向することがなく、より電線が電源装置と干渉し難くなる。
【００６０】
　実施の形態３．
　本実施の形態では、主に、実施の形態１，２と異なる点について説明する。
　本実施の形態は、実施の形態１で説明した照明装置１０において、基板１２０ｂの接合
面１２１とプレート部１１０の基板取付面部１１１ａとの接合部分が、剥がれ難くなる構
成、及び露出面部にはみ出し難い構成について説明する。
　本実施の形態において、実施の形態１，２と同様の構成部については同一の符号を付し
、その説明を省略する。
【００６１】
＊＊＊構成の説明＊＊＊
　図１４は、本実施の形態に係る照明装置１０において基板１２０ｂと基板取付面部１１
１ａとの接合部分を示す模式図である。
　図１５は、（ａ）は本実施の形態に係る基板取付面部１１１ａの一例を示す模式図であ
り、（ｂ）は（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。
　図１６は、（ａ）は図１５の（ａ）のＤ－Ｄ断面を示す図であり、（ｂ）および（ｃ）
はＤ－Ｄ断面のバリエーションを示す図である。
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　図１７は、（ａ）が本実施の形態に係る基板１２０ｂの接合面１２１の一例を示す図で
あり、（ｂ）が接合面１２１におけるへこみ部１２１ａの生成方法の一例を示す図である
。
【００６２】
　光源ユニット１００において、基板１２０ｂは、発光素子１２０ａが実装された面の裏
面である接合面１２１が接着剤６００により基板取付面部１１１ａに取り付けられている
。
　図１５に示すように、基板取付面部１１１ａは、接合面１２１に対応する接合領域１１
１０に、接合領域１１１０の長尺の基板側部１２１１に沿って形成されたくぼみ部１１１
１を備える。くぼみ部１１１１には接着剤６００が入り込む。
　接合領域１１１０は、基板１２０ｂが基板取付面部１１１ａに取り付けられた場合に、
基板１２０ｂの接合面１２１により覆われる領域である。
【００６３】
　図１５に示すように、接着剤６００は長手方向に略直線状に基板取付面部１１１ａに塗
布される。例えば、くぼみ部１１１１は長形に形成され、接着剤６００が塗布される直線
上に複数形成される。あるいは、くぼみ部１１１１は、円形、正方形、多角形、楕円形で
もよい。円形や正方形のようにくぼみ部１１１１が長形でない場合は、くぼみ部１１１１
は接着剤６００が塗布される直線上に等間隔に複数形成されていてもよい。また、くぼみ
部１１１１は、接着剤６００が塗布される直線上になくてもよい。接着剤６００が塗布さ
れる直線に隣接するように配置されていてもよい。
【００６４】
　基板取付面部１１１ａは、接合領域１１１０においてくぼみ部１１１１に隣接した位置
に、接着剤６００が入り込む接着剤流入孔１１１２が形成される。接着剤流入孔１１１２
は、例えば、基板取付面部１１１ａを切り起こすことにより形成されている。あるいは、
接着剤流入孔１１１２は、接着剤６００が流入する貫通孔でもよい。接着剤流入孔１１１
２は、基板取付面部１１１ａに穴を開けて接着剤６００が入り込むような構成としている
。よって、接着剤６００の粘性が高いことを考慮し、接着剤流入孔１１１２に流入した接
着剤６００が他の構成部に影響を及ぼすことがないように接着剤流入孔１１１２の大きさ
や形成方法を設定することが必要である。
【００６５】
　また、図１５の（ｂ）に示すように、基板取付面部１１１ａは、粗面に形成してもよい
。基板取付面部１１１ａをプレコートせずに素地のままの粗面とすることにより、より接
合を強固にすることができる。
【００６６】
　図１６に示すように、くぼみ部１１１１の断面形状は、（ａ）に示す矩形形状、（ｂ）
に示す底部よりも開口部が広い台形形状、（ｃ）に示す底部よりも開口部が狭い台形形状
等が好ましい。その他にも、くぼみ部１１１１の断面形状は、半円形状、半楕円形状、多
角形形状などでもよい。
【００６７】
　また、図１７の（ａ）に示すように、基板１２０ｂの接合面１２１を粗面に形成しても
よい。また、基板１２０ｂは、接合面１２１に接着剤６００が入り込むへこみ部１２１ａ
が形成されていてもよい。図１７の（ａ）では、へこみ部１２１ａは円形であるが、くぼ
み部１１１１と同様に、長形の矩形、楕円形、その他多角形等の形状でも構わない。
【００６８】
　図１７の（ｂ）に示すように、基板１２０ｂの実装面には発光素子１２０ａやランドで
ある銅１２３１が実装され、樹脂コート１２３２により覆われている。また、接合面１２
１にも銅１２３１が実装され樹脂コート１２３２により覆われている。図１７の（ｂ）に
示すように、接合面１２１において銅１２３１が実装されていない部分や樹脂コート１２
３２を塗布しない部分などをへこみ部１２１ａとして構成することができる。この時、樹
脂コート１２３２を塗布しない部分は導通しないように構成する必要がある。



(14) JP 6811809 B2 2021.1.13

10

20

30

40

50

【００６９】
　図１４に示すように、光源ユニット１００は、基板１２０ｂを覆い、長手方向に延びた
カバー側部１３１を有するカバー１３０を備える。カバー１３０は、カバー側部１３１が
プレート部１１０の長尺のプレート側部１１０ａを覆ってプレート部１１０に取り付けら
れる。
　カバー側部１３１の止め部１３１６は、基板取付面部１１１ａの長尺の側部領域１１１
３を覆うようにプレート部１１０に取り付けられる。止め部１３１６と基板側部１２１１
との間、すなわち、側部領域１１１３と基板側部１２１１との間には、隙間１１１５が形
成されるようにカバー１３０がプレート部１１０に取り付けられる。
　図１４に示すように、カバー側部１３１がプレート側部１１０ａを覆う際に、立上部１
１２と基板取付面部１１１ａの側部領域１１１３とを覆っている。このとき、カバー側部
１３１により覆われる側部領域１１１３と基板側部１２１１との間には、基板取付面部１
１１ａが露出する露出面部１１１４が隙間１１１５として形成される。
　図１５の（ａ）では、基板取付面部１１１ａの短手方向の両側の１点鎖線で囲まれる領
域を側部領域１１１３とする。
【００７０】
　カバー１３０は、例えば、高反射ＰＣ（ポリカーボネード）等により形成される。
　基板取付面部１１１ａを粗面に構成した場合、荒れた粗面により反射率が下がってしま
う。このため、基板取付面部１１１ａの側部領域１１１３をカバー１３０により覆うこと
により、高反射ＰＣで反射を補完することができる。
　また、基板１２０ｂを基板取付面部１１１ａに取り付ける際、露出面部１１１４に接着
剤６００がはみ出してしまうと、発光素子１２０ａに直接影響を及ぼしたり、発光素子１
２０ａからの光の反射に影響を及ぼす虞がある。したがって、基板取付面部１１１ａには
、隙間１１１５、すなわち露出面部１１１４に接着剤６００がはみ出さないように基板１
２０ｂが取り付けられる必要がある。
【００７１】
　本実施の形態では、基板取付面部１１１ａに形成されるくぼみ部１１１１、接着剤流入
孔１１１２、基板１２０ｂの接合面１２１に形成されるへこみ部１２１ａ等により、露出
面部１１１４に接着剤６００がはみ出さず、かつ、基板１２０ｂと基板取付面部１１１ａ
との接合をより強固にすることができる。
【００７２】
＊＊＊本実施の形態に係る効果の説明＊＊＊
　以上のように、本実施の形態に係る光源ユニットによれば、基板取付面部が接合面に対
応する接合領域に接合領域の長尺の側部に沿って形成され、接着剤が入り込むくぼみ部を
備えるので、接着剤がはみ出すことを防止すると共に、基板と基板取付面部との接合を強
固にすることができる。
【００７３】
　また、本実施の形態に係る光源ユニットによれば、基板取付面部は、接合領域において
くぼみ部に隣接した位置に接着剤が入り込む接着剤流入孔が形成されるので、接着剤がは
み出すことをより防止できる。また、基板と基板取付面部との接合をより強固にすること
ができる。
【００７４】
　また、本実施の形態に係る光源ユニットは、基板の接合面と基板取付面との少なくとも
いずれかを粗面に形成することができる。長尺の光源ユニットにおいてプレート部とＬＥ
Ｄモジュールとは熱的な接合を強固にするため接着剤、例えばシリコン等で接合する。本
実施の形態に係る光源ユニットによれば、接着剤が剥れることで基板脱落等を防ぐために
、プレート部の材質をプレコートされた鋼板からプレコートしていない粗面の鋼板等、ま
たは構造的にくぼみを構築することで接着強度を増すことができる。これは、無垢の基板
やプレコートプレートでは接着界面が滑ってしまいはがれやすいためである。
　また、本実施の形態に係る光源ユニットによれば、ＬＥＤモジュール側も接合面にラン
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ド等を設ける、または研磨工程を入れないことで接着強度を向上させることができる。
【００７５】
　また、本実施の形態に係る光源ユニットでは、カバー側部が、基板の長尺の側部とカバ
ー側部との間に隙間が形成されるように、基板取付面部におけるプレート側部に沿った長
尺の側部領域を覆う。よって、本実施の形態に係る光源ユニットによれば、プレート部を
プレコートレスとした場合の光の取り出し効率の劣化を避けるため、カバー側部の高反射
突出部、すなわち止め部で基板取付面部を覆い、光の取り出し効率の劣化を補完すること
ができる。
【００７６】
　実施の形態４．
　本実施の形態では、主に、実施の形態１～３と異なる点について説明する。
　本実施の形態は、実施の形態１～３で説明した照明装置１０のバリエーションである照
明装置１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆについて説明する。
　本実施の形態において、実施の形態１と同様の構成部については同一の符号を付し、そ
の説明を省略する。
【００７７】
　本実施の形態に係る照明装置１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆでは、
実施の形態１～３で説明した光源ユニット１００と同一の光源ユニット１００を備える。
　本実施の形態に係る照明装置１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆにおい
て実施の形態１と異なる点は、照明器具２００の形状である。ただし、照明器具２００の
凹部２１１の構成は、実施の形態１～３で説明した凹部２１１の構成と同一である。よっ
て、光源ユニット１００と凹部２１１との取付構造は、実施の形態１～３で説明した取付
構造と同一であり、実施の形態１～３で説明した構成及び効果は本実施の形態に係る照明
装置１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆについても適用することができる
。
　なお、本実施の形態に係る照明装置１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆ
において、実施の形態１～３で説明したものと形状は異なるが機能が同一の構成について
は、実施の形態１～３で用いた符号に添え字Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆを付して説明する。
【００７８】
　実施の形態１～３で説明した照明装置１０は、図５の（ａ）に示す器具本体２１０の上
面部２１０１を、天井面等の取付部３００に直付けする直付けタイプの照明装置である。
図６に示す器具本体２１０の短手方向の幅Ｌは、例えば、１５０ｍｍである。また、照明
装置１０の傾斜部２１１ｄは、水平面から角度θ傾斜している。
【００７９】
　図１８は、本実施の形態に係る照明装置１０Ａの斜視図である。また、図１９は、図１
８に示す照明装置１０ＡのＢ－Ｂ断面図である。
　照明装置１０Ａは、直付けタイプである。照明装置１０Ａは、照明器具２００Ａの形状
が照明装置１０の照明器具２００と異なる。照明装置１０Ａの短手方向の幅ＬＡは、照明
装置１０の短手方向の幅Ｌの１．４～１．７倍である。照明装置１０Ａの短手方向の幅Ｌ
Ａは、例えば、２３０ｍｍである。
　傾斜部２１１ｄＡの水平面からの角度θＡは、図６に示す傾斜部２１１ｄの水平面から
の角度θよりも小さい。
【００８０】
　図２０は、本実施の形態に係る照明装置１０Ｂの斜視図である。また、図２１は、図１
６に示す照明装置１０ＢのＢ－Ｂ断面図である。
　照明装置１０Ｂは、直付けタイプである。照明装置１０Ｂは、照明器具２００Ｂの形状
が照明装置１０の照明器具２００と異なる。また、照明装置１０Ｂは、照明器具２００Ｂ
が光を反射させる構成を備えていないトラフタイプの照明装置である。
【００８１】
　図２２は、本実施の形態に係る照明装置１０Ｃの斜視図である。また、図２３は、図２
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２に示す照明装置１０ＣのＢ－Ｂ断面図である。
　照明装置１０Ｃは、直付けタイプである。照明装置１０Ｃは、照明器具２００Ｃの形状
が照明装置１０の照明器具２００と異なる。また、照明装置１０Ｃは、照明器具２００Ｃ
の傾斜部２１１ｄＣが凹部２１１の開口縁部２１１ｂａから下方に向かって広がるように
形成された反射笠タイプの照明装置である。
【００８２】
　図２４は、本実施の形態に係る照明装置１０Ｄの斜視図である。また、図２５は、図２
４に示す照明装置１０ＤのＢ－Ｂ断面図である。
　照明装置１０Ｄは、天井面等の取付部３００に形成された取付孔に埋め込まれて取り付
けられる埋込タイプの照明装置である。照明装置１０Ｄは、照明器具２００Ｄの形状が照
明装置１０の照明器具２００と異なる。照明装置１０Ｄの短手方向の幅ＬＤは、例えば１
５０ｍｍである。
【００８３】
　図２６は、本実施の形態に係る照明装置１０Ｅの斜視図である。また、図２７は、図２
６に示す照明装置１０ＥのＢ－Ｂ断面図である。
　照明装置１０Ｅは、埋込タイプの照明装置である。照明装置１０Ｅは、照明器具２００
Ｅの形状が照明装置１０の照明器具２００と異なる。照明装置１０Ｅの短手方向の幅ＬＥ
は、照明装置１０Ｄの短手方向の幅ＬＤの０．６～０．７倍である。照明装置１０Ｅの短
手方向の幅ＬＥは、例えば、１００ｍｍである。
【００８４】
　図２８は、本実施の形態に係る照明装置１０Ｆの斜視図である。また、図２９は、図２
８に示す照明装置１０ＦのＢ－Ｂ断面図である。
　照明装置１０Ｆは、埋込タイプの照明装置である。照明装置１０Ｆは、照明器具２００
Ｆの形状が照明装置１０の照明器具２００と異なる。照明装置１０Ｆは、Ｃチャンネル回
避型の照明装置である。照明装置１０Ｆは、埋め込まれる照明器具２００Ｆの高さＨＦが
、図２５に示す照明器具２００Ｄの高さＨＤや図２７に示す照明器具２００Ｅの高さＨＥ
よりも低い。照明装置１０Ｆの短手方向の幅ＬＦは、照明装置１０Ｅの短手方向の幅ＬＥ
の１．８～２．２倍である。照明装置１０Ｆの短手方向の幅ＬＦは、例えば、２２０ｍｍ
である。
【００８５】
　上述したように、光源ユニット１００と凹部２１１との取付構造は、実施の形態１から
３で説明した取付構造と同一であり、実施の形態１～３で説明した構成及び効果は本実施
の形態に係る照明装置１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆについても適用
することができる。
【００８６】
　以上、本発明の実施の形態１～４について説明したが、これらの実施の形態の２つ以上
を組み合わせて実施しても構わない。あるいは、これらの実施の形態のうち、１つを部分
的に実施しても構わない。あるいは、これらの実施の形態のうち、２つ以上を部分的に組
み合わせて実施しても構わない。その他、これらの４つの実施の形態を、全体としてある
いは部分的に、どのように組み合わせて実施しても構わない。
　なお、上記の実施の形態は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物や用
途の範囲を制限することを意図するものではなく、必要に応じて種々の変更が可能である
。
　なお、上述した光源ユニット、照明器具、および照明装置は、いずれも長手形状の例で
あるが、これ限らず、正方形、円形、多角形など他の形状であっても本願発明が適用でき
る。
【符号の説明】
【００８７】
　１０，１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆ　照明装置、１００　光源ユ
ニット、１１０　プレート部、１１０ａ　プレート側部、１１１　平面部、１１１ａ　基
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板取付面部、１１１ｃ　部材取付孔、１１１ｄ　装置取付面部、１１１０　接合領域、１
１１１　くぼみ部、１１１２　接着剤流入孔、１１１３　側部領域、１１１４　露出面部
、１１１５　隙間、１１２　立上部、１２２　プレート側部、１２０　ＬＥＤモジュール
、１２０ａ　発光素子、１２０ｂ　基板、１２１　接合面、１２１ａ　へこみ部、１２１
１　基板側部、１２３１　銅、１２３２　樹脂コート、１３０　カバー、１３１　カバー
側部、１３１１　カバー係合部、１３１２　カバー突出部、１３１３　カバー側面部、１
３１５　上端部、１３１６　止め部、１３２　カバー前面部、１４０　電源装置、１４１
　装置位置決め部、１４２　ハーネス、１４２１　コネクタ、１４５　傾斜面部、１５０
　取付具、１５１　位置決め部、１５０１　板部、１５０２　上辺部、１５０２１　端部
、１５１１　角部、１５２　貫通孔、１５３　取付部材、１５４　ねじ止め部、１６０，
１６０ａ，１６０ｂ　電線保持部材、１６１　張出部、１６２　端部クリップ部、１６２
１　スリット、１６３　取付片、１６３１　引掛け部、１６４　中央クリップ部、１６５
　支持部、１６６　台座部、１７０　第２電線クランプ、１７１　取付片部、１７２　電
線保持部、１８０　第１電線クランプ、１８１　取付片部、１９０　隙間部、１９１　当
接部、２００，２００Ａ，２００Ｂ，２００Ｃ，２００Ｄ，２００Ｅ，２００Ｆ　照明器
具、２１０　器具本体、２１０１　上面部、２１１　凹部、２１１１　凹部端部、２１１
ａ　底面部、２１１ｂ　側面部、２１１ｂａ　開口縁部、２１１ｂｂ　湾曲部、２１１ｂ
ｃ　側面部中央部、２１１ｂｄ　基準部、２１１ｃ　開口部、２１１ｄ，２１１ｄＡ，２
１１ｄＢ，２１１ｄＣ　傾斜部、２２０　端板部、２２１　電線挿通孔、２３０　板バネ
、２４０　端子台、２５０　電源線挿入孔、２５１　ボルト挿入孔、２５０１　貫通孔、
２６０　ユニット端部、３００　取付部、３０１　ボルト孔、４００　吊ボルト、４０１
　先端部、５００　電線、５００ａ　電源電線、５００ｂ　送り電線、５００ｃ　第１電
線、５００ｄ　ハーネス、５００ｅ　第２電線、５０１，５０２　コネクタ、６００　接
着剤、Ａ１０　配置空間、Ａ２０　配線空間、Ｒ１０　境界面。

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】
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